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動物は雄の Spraque-Dawley 系ラットを用いた。発癌性物質として 3'-methyl-4-dimethylaminｭ
oazobenzene(ゲーMe DAB) 、 2-acetylaminofluorene(2-AAF) 、対照としてどーMeDAB 、 fluor­
ene をそれぞれ0.06%含有する飼料を40日関与えた。ミクロゾーム代謝回転に関する実験では、各ラ
ットに 14C -leucine および14C -glycerol を屠殺する 1 、 2 、 3 、 5 、 7 日前に尾静脈より注射した。
肝臓からミクロゾームを遠心分離によって調整し、これから膜成分の蛋白質と脂質を分離して放射活
性を測定した。ミクロゾーム膜蛋白質の半減期は、 3' -MeDAB 投与群で4.2 日、標準食群および4'­
MeDAB 投与群ではそれぞれ2.6日、 3.1 日であった。また2-AAF 投与群では4.8 日、標準食群およ
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び fluorene 投与群ではそれぞれ3.2 日、 3.5 日であった。 これらの結果は発癌性物質の投与がミクロ
ゾーム膜蛋白質の代謝回転を遅延させることを示しているが、その傾向は滑面ミクロゾームより粗面
ミクロゾームにおいて著しかった。可溶性画分の蛋白質は発癌性物質と結合することが知られている






画分を J定の割合 (1伽zg/ml : 3 mg/ml) に mlX し、 pH 7.2で反応させて、ミクロゾームからの蛋白質の
可溶化率を蛋白質の定量および放肘|生活性の測定から計算した。発癌性物質投与を受けたミクロゾー
ムに正常肝のリソゾームを作用させると、先にミクロゾーム膜蛋白質の半減期が延長していた 3'-M e 
DAB および2-AAF 投与群にわいて可溶化率が低下していた。また正常のミクロゾームに発癌性物質の









3. in vivo でミクロゾーム膜蛋白質の代謝回転が遅延する場合には、 in vitro でミクロゾーム
蛋白質のリソゾームによる可溶化活性の減少が認められる。











発癌性物質 (3' 田MeDAB 、 2-AAF) 投与による発癌過程においては、ラット肝のミクロゾーム膜に
機能的変化が起るが、時実はこの機能的変化を更に究明し、ミクロゾーム膜蛋白質の代謝回転に遅延
が認められること、加令によっても同様の変化があること、およびミクロゾーム膜蛋白質の代謝回転
の変化にリソゾームの分解能が関与していることを明らかにした。
以上の点で本研究は独創的であり、また発展性に富むものである。
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